








































































































な債務を負う場合（en cas de disproprtion）には，債権者に保証契約の締結を拒
絶する義務を負わせるものであり，破毀院は，これに引き続いて，その判例法
を展開した。



















































































































































































































つのサンクションである。すなわち，アメとムチ（la carotte et le bâton）で
あり，危機にôした企業の更生という，立法者によって追求された目的に資す
る，保証法の手段化を見出すことができる。



















































本稿は，2012 年 3 月 21 日に立教大学太刀川記念館において行われた，ピエー
ル・クロック教授（パリ第大学）による公開講演会の講演原稿を翻訳したもので
ある。
また，本稿は，2012 年度の全国銀行学術研究振興財団の助成を受けた研究の一
環である。
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